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2023-24年度RI会長テーマ

Create H ope in the W or ld

世界に希望を生み出そう

私達は、 絶妙なタ イ ミ ングでリ ーダーシッ プの手綱を 渡さ れまし た。 今は歴史的な時であり 、 ロータ

リ ーが世界の注目を 集め、 現在の期待を はるかに超えた可能性への道を 示す機会が訪れています。 し か

し 私達の最も 優れた仕事のいく つかは、 他の人達の継続的な取り 組みを サポート するこ と であるかも し

れません。 全てのロータ リ ーリ ーダーの仕事の多く においては、 継続が重要と なり ます。 継続と は、 以

前のリ ーダーたちのよいアイ デアを 前進さ せるこ と を 意味し ます。

過去数年間、 ロータ ーアク ト に力を 与えると 約束し 、 それを 実行し てき たこ と で、 ロータ ーアク タ ー

たちは全面的なパート ナーと なるだけでなく 、 リ ーダーと なる熱意を 示すこ と で、 私たちを 勇気づけて

います。

継続のも う 一つの優れた例に、 女児のエンパワメ ント があり ます。 世界中の少女が強く 、 十分な能力

を 身につけた女性へと 成長でき るよう 支援するために、 こ の仕事を 引き 継いでいき ます。

私はまた、 多様性、 公平さ 、 イ ン ク ルージョ ン（ DEI） を 促進するためにロ ータ リ ーが遂げてき た全

ての進歩を 全面的にサポート し たいと 考えています。 DEIを 全面的にサポート する こ と は、 単に会員数

を 増やすこ と を 意味する わけではあり ません。 DEIの最も 重要な側面は、 ロータ リ ーを、 最高の人材、

最高のアイ デア、 最高のパート ナーシッ プを 受け入れるオープンでイ ンク ルーシブな組織にするこ と で

す。

継続には、 他にも ２つのテーマがあり 、 こ れら は皆さ んの活動にと っ て極めて重要と なり ます。 ひと

つめがポリ オです。 ポリ オの根絶は依然と し てロ ータ リ ーの最優先事項です。「 ポリ オのない世界」 と

いう 夢を 追い続け、 多く のこ と を 成し 遂げてき たこ の35年間を 、 私達は誇り と するこ と ができ ます。 ビ

ル& メ リ ンダ・ ゲイ ツ財団から の上乗せを 全額得るために最低5,000万ド ルを 集めるこ と がいかに重要で

あるかを 毎年繰り 返し 言われたら 、 疲れるのも 無理も ないと 承知し ています。 今、 私達に必要なのは、

さ ら なる挑戦かも し れません。 現在、 ポリ オ根絶キャ ンペーンに寄付し ているロータ リ ー会員は約１２人

に １人に過ぎず、 毎年寄付し ているク ラ ブも 5 分の １を 下回っ ています。

行動計画のう ち、 皆さ ん全員に暗記し ていてほし いと 思う 部分があり ます。 それは以下のビジョ ン声

明です。「 私達は、 世界で、 地域社会で、 そし て自分自身の中で、 持続可能な良い変化を 生むために、

人びと が手を 取り 合っ て行動する世界を 目指し ています」。 行動計画を 受け入れ、 実行する ための現実

的な方法を ク ラ ブに提供する こ と こ そが、 地域社会で持続可能な変化を 生む最善の方法です。

こ のビジョ ンを 実現さ せる 二つの具体的で有望な方法に重点を 置き たいと 考えています。

ひと つは、 平和にさ ら なる 主眼を 置く こ と です。 ロータ リ ーを 創始し 、 築いてき た先人たちは、 ロシ

アが始めた残忍な戦争に直面するウク ラ イ ナの人びと のために過去 １年間に私達が行っ てき た懸命な支

援活動を 、 き っ と 誇り に思う でし ょ う 。 ウク ラ イ ナで大勢が入会し 続けているこ と は、 入会と 会員の参

加促進について大切なこ と を 示唆し ています。 し かし 、 ウク ラ イ ナ人にと っ ても ロシア人にと っ ても 、

平和が実現するまでは本当の安ら ぎは訪れないこ と は明ら かです。 同じ こ と が、 イ エメ ン、 アフ ガニス

タ ン、 シリ ア、 そし て世界の数十の紛争地域にも 当てはまり ます。

平和と は、 希望が根づく ための土壌です。

ロータ リ ーでは、 平和は受動的な夢ではなく 、 懸命な活動、 築かれた信頼、 そし てし ばし ば難し い対

ゴード ンR.マッ キナリ ー

サウスク イ ーンズフ ェ リ ー RC（ スコ ッ ト ラ ンド ）

２0２3 ‒２４ 年度国際ロータ リ ー会長
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話の結果と し て生まれるも のです。 平和は粘り 強く 、 勇敢に実践し なければなり ません。 人類が立てる

こ と のでき る 最も 勇敢な目標は、 平和の追求です。 ロ ータ リ ーでは、 全ての重点分野にわたる 全活動

が、 希望を 築く 一助と なり 、 それによっ て平和と 償いが可能と なり ます。

２006年、 私はタ イ のバーン ・ タ リ ングチャ ン村を 訪れた時、 ２00４年末の津波で夫、 娘、 息子を 失っ た

女性から 美し い貝殻を も ら いまし た。 彼女は、 地域社会を 建て直すロータ リ ーの活動のおかげで前向き

な気持ちを 取り 戻し 、 希望が与えら れたと 言いまし た。 また、 私は長年その作品を 愛し 、 収集し てき た

スコ ッ ト ラ ンド の最も 偉大なアーティ スト の一人、 ジョ ン・ ロウリ ー・ モリ ソ ンさ んがよく 使う 色を 選

んで、 世界の色を 反映さ せ、 次年度にロータ リ ーが注力すべき こ と を 反映さ せたいと 思いまし た。 こ の

タ イ の女性と の思い出と 選んだ色から 、 私はテーマが何である べき かに気づき、 ２0２3-２４年度テーマは

「 世界に希望を 生み出そう 」 と し まし た。

新型コ ロナウイ ルス流行の結果と し て、 こ れまで以上に多く の人々が傷ついています。 多く の人が身

近な人を 失っ たり 、 社会的つながり を 断たれたり し ています。 分裂が広がり 、 つながる機会が失われて

います。 最も 傷ついている世代のひと つが、 教育や対人スキルを 身につける機会が妨げら れた子ども や

若者です。 さ ら に悪いこ と に、 世界の多く の地域では、 助けを 求める こ と 、 特にメ ンタ ルヘルスの助け

を 求めるこ と は弱さ であると 考えら れています。 し かし 、 助けを 求めるこ と は勇気ある行動であり 、 幸

せへの道を 求めるこ と は、 さ ら に勇気が要るこ と です。

次年度の私達の計画は、 世界に平和にも たら し 、 紛争の影響を 受けた人々を 癒すこ と 、 そし て、 私達

自身の内面的な闘いと 向き 合う ために、 お互いと 地域社会を 支え、 助けを 求めるこ と に対する社会的な

偏見を なく すこ と です。

こ れら の活動全てにおける目標は、 破壊的な紛争から 世界が立ち直れるよう に、 希望を 取り 戻すこ と

です。 そう すれば、 私達自身のために持続可能な変化を も たら すこ と が可能と なり ます 。 ロ ータ リ ー

は、 平和、 機会、 生き る価値ある未来の土台を 築いています。 私達が得意と するこ と を 継続すると 同時

に、 変化に対し てオープンで前向き になり 、 世界と 自分自身の中に平和を 築く こ と に力を 注げば、 ロー

タ リ ーはより 平和で、 より 希望のある世界を 築く 手助けができ ます。

（ ２0２3/ １/ 9 、 ゴード ンR.マッ キナリ ー氏テーマ講演より 抜粋）

～略歴～

エディ ンバラ の王立高校と ダンディ ー大学で学び、 口腔外科の大学院学位を 取得。 ２0１6年ま

でエディ ンバラ で自身の歯科医院を 経営。 英国小児歯科学協会のスコ ッ ト ラ ンド 東部支部会長

を 務めたほか、 さ まざまな教育的役職を 歴任。 また、 長老会のリ ーダー、 ク イ ーンズフ ェ リ ー

教区会衆派教会理事会の会長、 スコ ッ ト ラ ンド 国教会総会のコ ミ ッ ショ ナーも 務めた。

１98４年、 ２6歳で ロ ータ リ ーに入会。 South Queensferry（ サウス・ ク イ ーン ズフ ェ リ ー）

ロータ リ ーク ラ ブに所属し 、 グレ ート ブリ テンおよ びアイ ルラ ンド の国際ロータ リ ー（ RIBI）

の会長と 副会長、 RIの理事と 委員会メ ン バー（ ２0２２年ヒ ュ ースト ン 国際大会委員会アド バイ

ザー、 運営審査委員長など） を 務めた。

英国を 拠点と する非営利団体「 ホープ・ アンド ・ ホーム・ フ ォ ー・ チルド レ ン」 の後援者で

あり 、 同団体と RIBIと のパート ナーシッ プ を 先導し て、 ルワン ダ大虐殺によ っ て孤児と なっ

た子ども たちを 支援。 開発途上国の人びと や家族、 ビジネスに持続可能な人道支援を 提供する

Grantham K estevenロータ リ ーク ラ ブ（ 英国リ ンカ ンシャ ー） のイ ニシアチブ「 T rade-A id」

も 後援し ているほか、 国立の精神保健機関であるBipolar UK のアンバサダーを 務めている。

ロータ リ ー財団は「 ロータ リ ーの奉仕を 動かす燃料」 であると し 、 妻ヘザーさ ん（ ロータ リ

アン ） と と も にポール・ ハリ ス・ フ ェ ロ ー、 メ ジャ ード ナー、 ロ ータ リ ー財団のベネフ ァ ク

タ ー、 遺贈友の会会員と なっ ている。
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ガバナーから 地区の皆様へ

　 新年度のスタ ート に向けて、 すでにク ラ ブ会長・ 幹事の皆様にはPET S、 地区研修・ 協議会および各

グループでのガバナーエレ ク ト を 囲む会などにご参加いただき 、 ク ラ ブ運営の検討・ 準備を すすめら れ

ている こ と と 存じ ま すが、 こ こ に改めて、 皆様に新年度のRI会長テーマ、 ガバナー信条を お伝えし 、

ク ラ ブ会員全員でク ラ ブの活発な運営に取り 組んでいただき ます様、 お願い致し ます。

○２0２3-２４年度　 ゴード ンR.マッ キナリ ー RI会長テーマ

　 「 Create Hope in the W or ld」（ 世界に希望を 生み出そう ）

○２0２3-２４年度　 RI年次目標

　 １． ロータ ーアク ト ク ラ ブの活性化

　 ２． 女児のエンパワーメ ン ト の強化

　 3 ． DE I（ 多様性、 公平さ 、 イ ンク ルージョ ン） の推進

　 ４． ポリ オ根絶活動の継続

　 5 ． メ ンタ ルヘルスへの取組み

○２0２3-２４年度　 ガバナー信条と 地区運営方針

　 ガバナー信条「 平和の種を まこ う !! ～ロータ リ アンにでき るこ と ～」

 １． 各ク ラ ブ での奉仕活動の推進―RI会長テーマ、 ガバナー信条にそっ てロ ータ リ ーク ラ ブ の行っ

てき た奉仕活動は全て、 地域に希望をも たら し 、 平和の種と なっ ています。 奉仕活動はク ラ ブ内の

RLIで考え、 ク ラ ブの実情に合わせて計画し 、 地区補助金やグロ ーバル補助金の導入も 考えながら

実行し て下さ い。

 ２． RIの行動目標のひと つである“会員の基盤を 拡げる”ための取組み

　 　 ①会員の増強（ 地区全体で3,２00名の会員を 維持）

　 　 ②女性会員の増加

　 　 ③新ク ラ ブの結成（ 衛星ク ラ ブなど）

 3 ． マイ ロータ リ ーの利用と ロータ リ ー賞へのチャ レ ンジ

　 　 マイ ロータ リ ーの登録割合を 各ク ラ ブで80％以上にする

　 　 ク ラ ブセント ラ ルにク ラ ブの目標を 入力する

 ４． ロータ リ ー財団への支援

　 　 年次基金： １50ド ル以上／ク ラ ブ会員 １人当り

　 　 恒久基金： ベネフ ァ ク タ ー １名以上／ク ラ ブ当り または１,000ド ル以上／ク ラ ブ当り

　 　 ポリ オプラ ス基金30ド ル以上／ク ラ ブ会員 １名当り

 5 ． 米山記念奨学会への支援

　 　 １6,000円以上／ク ラ ブ会員 １人当り

　 　 賛助会（ 3,000円／年） への入会

 6 ． ロータ リ ーカ ード の利用

 7 ． 規定審議会、 決議審議会への提案

国際ロータ リ ー第2710地区

２023 ―24年度ガバナー　 井内　 康輝
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2023 ― 2４年度ガバナー　 略歴

［ 氏　 　 名 ］

［ 所属ク ラ ブ］

［ 生 年 月 日 ］

［ 職 業 分 類 ］

［ 学 歴 ］

［ 職 歴 ］

［ 主 な 公 職 ］

［ ロータリー歴］

井内　 康輝（ いない　 こ う き ）

広島南ロータ リ ーク ラ ブ

1948年 8 月 7 日

医学研究

1974年 3 月 広島大学医学部医学科卒業

1978年 3 月 広島大学大学院医学研究科修了

1990年 5 月 広島大学医学部教授

2002年 4 月 広島大学大学院医歯薬学総合研究科教授

2002年 4 月 広島大学医学部長

2012年 4 月 N PO法人総合遠隔医療支援機構理事長（ 現在に至る）

2014年 4 月 株式会社病理診断センタ ー代表取締役社長（ 2022年 8 月まで）

2018年 4 月 ひろ し ま病理診断ク リ ニッ ク 院長（ 現在に至る）

2006年 5 月 環境省、石綿健康被害判定部会専門委員（ 現在に至る）

2008年 4 月 厚生労働省、 石綿確定診断委員会委員（ 現在に至る）

2012年10月 広島市教育委員会委員（ 現在に至る） 

1993年 9 月 広島南ロータ リ ーク ラ ブ　 入会

2005-06年度 広島南ロータ リ ーク ラ ブ　 幹事

2010-11年度 広島南ロータ リ ーク ラ ブ　 副会長

2012-13年度 広島南ロータ リ ーク ラ ブ　 会長

2013年 5 月 ロータ リ ー世界平和フ ォ ーラ ム　 幹事

2013-14年度 国際ロータ リ ー第2710地区、 ガバナー補佐

ベネフ ァ ク タ ー

マルチプル・ ポール・ ハリ ス・ フ ェ ロー（ 6 回）

ポール・ ハリ ス・ ソ サエティ

第 3 回 マルチプル米山功労者 

2013-14年度　 地区功労賞（ ガバナー補佐）

2016-17年度　 地区ロータ リ ー財団功労賞
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会　 長　 挨　 拶

２023 ―２ 024年度　 広島東南ロータ リ ーク ラ ブ

会長　 柄　 　 博治

２0２3－２0２４年度国際ロータ リ ー会長のゴード ン Ｒ . マッ キナリ ー氏は、 今年度のテーマと し て「 世界に希

望を生み出そう 」 を発表し まし た。 こ のテーマにつきまし ては、 ここ 数年のRI会長のテーマと はやや趣が違

い、 具体性を帯びた 3 つのテーマから 導きださ れています。 すなわち、 現在、 世界に広がっている紛争（ ロ

シア・ ウクライナ紛争をはじ めと する） の問題、 新型コロナウイルスの世界的流行によるメ ンタ ルヘルスの

問題、 さ らにはここ 数年、 世界で再発し ているポリ オ根絶活動へのさ らなる取り 組み等です。

また、 今年の２7１0地区ガバナーの井内康輝氏は、 本年度のガバナー心情を「 平和の種をまこう ！！～ロータ

リ アンにできること ～」 と さ れており ます。 ,

こ れらを鑑み当クラブの今年度の取り 組みと し ては、 テーマを「 今を大切に、 未来を探ろう 」 と さ せてい

ただきます。 過去 3 年間、 私たちは日本の戦後初めてと も 言えるウイルスの大規模感染大流行を経験し 、

戦後、 経験し なかった例会中止と いう 状況を経験し まし た。 そのためロータ リ ー活動を表現する言葉と し て

使用さ れている「 Enter to learn , Go force to serve」 を中断せざるを得ない状況に陥り まし た。 今年度新

型コ ロナがどの程度収束するかは不明ですが、 少なく と も 長年にわたり 築かれてきた通常のロータ リ ー活動

ができる状態にできるだけ早く 戻し 、 今を大切にすること が重要です。 それと 同時に近い将来また同じ よう

な状況が発生する可能性に備えて、 この 3 年間の経験をもと に私たちのロータ リ ーがいつでも 試練を乗り 越

えら れるよう な準備を探り つつ、 未来に向けて今までの経験を検証し てさ らにロータ リ ー活動を進化さ せる

こと も 必要です。 その準備の １つと し て、 有事の時にクラブ活動が中断すること なく 継続できるシステムを

構築すること ができればと 考えます。 具体的にはクラブ会員が確実にいつでも連絡の取れる体制にできるよ

う 、 現在の通信方法に加えてスマート フォンなどを活用し たコミ ュニケーショ ンの取り 組みを始める準備で

す。 またウクライナと ロシアの戦争が勃発し 世界が戦争に巻き込まれ兼ねない状況を受けて、 RIの会長、

２7１0地区ガバナーの「 世界に希望を生み出そう 、 平和の種をまこう 」 の発表に関し ては、 今まで以上に、「 戦

争のない平和」 を世界各地から 、 あるいは広島から 発信すること が、 求めら れているものと 考えます。 世界

の平和への関与は、 １クラブと し てできること は限ら れますが、 今私たちのできること と し て、 当クラブの

かかわっ ている被爆樹木事業支援を通し ての戦争のない平和への発信の継続、 特に60周年の事業と し ての

「 広島・ 長崎爆心地中間点上毛町＝未来につなぐ 平和の架け橋」 事業を引き続き継続さ せたいと 考えます。

会員の皆様のご指導、 ご協力をお願いし ながら 、 上記の活動を進めてまいり ますのでどう ぞよろし く お願

い申し あげます。

通年経常の目標（ 2008.7〜）

CLPに掲げら れている RC強化の要素を 参照し つつ広島東南RCのこ れま での歴史を 踏まえ、 以下のこ と を 通年経

常の目標を 設定する 。

〇常に会員数概ね１00人の確保をはかり 、 世代職業を越えて親密で和気藹々と し た家族兄弟のよ う なク ラ ブである

伝統を 保持する 。

〇合理的例会運営、 高い出席率、 早い情報伝達、 電子記録の整理保存など広島東南RCがこ れまで充実に努めてき

たク ラ ブ運営の伝統を保持発展さ せる 。

〇具体的な企業経営や職能活動の現場での職業奉仕のあり 方を研究する「 経営研究会」 を 充実継続する 。

〇地域社会の子供（ 子育てを 含む）、 高齢者、 身体障害者など社会的弱者への奉仕活動を 中心に通年経常の活動を

継続する 。

〇パールハーバー RC、 台中RCと の姉妹関係を 緊密に維持し 、 姉妹関係のも と での共同奉仕プロ ジェ ク ト を 適宜

実施する 。

〇ロ ータ リ ー財団、 米山記念奨学会への支援は地区内での高い水準を 維持する と と も に、 米山奨学生の世話ク ラ

ブと し て大き く 貢献し てき た伝統を 継承し 、 積極的に奨学生の世話を引き 受け、 同時に米山奨学会を 支援する 。

〇支店長会員を 主賓と し て多様な目的を 持っ て開催し ている 『 松茸を 腹一杯食べる 会』、『 ふぐ を 腹一杯食べる

会』 等を 継続する 。『 郷土史文化研究会』、『 RI エコ ー』 等のユニーク な内容を 含む同好会の活動を 支援する 。
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2023 ― 24年度　 ロータ リ ー賞の目標

　 ２0２0-２１年度よ り 、 ロ ータ リ ーク ラ ブのリ ーダーは、 ロ ータ リ ー賞の達成を 目指すにあたり 、 ロ ータ

リ ーク ラ ブ・ セント ラ ルから ２5の目標のう ち少なく と も １3の目標（ または全目標の5１％以上） を 選ぶこ

と ができ るよう になり ます。 こ のよう な柔軟性が適用さ れたこ と により 、 ク ラ ブにと っ て最も 重要で達

成可能と 思われる目標を 選ぶこ と が可能と なり ます。 さ ら に、 目標の多く はロータ リ ーク ラ ブ・ セント

ラ ル内で「 達成」 に印を つける自己報告方式と なり ます。

　 当ク ラ ブは下記の１6の目標を 選択し まし た。 目標達成の為、 ご協力の程よろ し く お願いいたし ます。

目標 目標の詳細

会員増強 ロータ リ ー年度末までに達成し たいク ラ ブ会員総数

奉仕活動への参加 本ロータ リ ー年度にク ラ ブの奉仕活動に参加する会員の数

新会員の推薦 本ロータ リ ー年度に新会員を 推薦する現会員の数

地区大会への出席 地区大会に出席する会員の数

地区研修への参加 地区で行われる 研修／セミ ナー／協議会などに出席する ク

ラ ブ委員会委員長の数

年次基金への寄付 本ロ ータ リ ー年度のク ラ ブと 会員によ る ロータ リ ー財団年

次基金への寄付総額

ポリ オプラ ス基金への寄付 本ロ ータ リ ー年度のク ラ ブと 会員によ る ロータ リ ー財団ポ

リ オプラ ス基金への寄付総額

ベネフ ァ ク タ ー 遺言またはそのほかの遺産計画に財団恒久基金を 指定し て

寄付する こ と を ロ ータ リ ー財団に通知ま たは恒久基金に

１,000ド ル以上を 寄付し て、 新たにベネフ ァ ク タ ーと なる 個

人・ 夫婦の数

奉仕プロジェ ク ト 本ロータ リ ー年度にクラブが実施する奉仕プロジェ クト の数

イ ンタ ーアク ト ク ラ ブ 本ロ ータ リ ー年度にク ラ ブが提唱する 新イ ン タ ーアク ト ク

ラ ブと 既存イ ンタ ーアク ト ク ラ ブの数

RY LA 参加者 本ロ ータ リ ー年度にク ラ ブ が支援するRY LA （ ロ ータ リ ー

青少年指導者養成プログラ ム） 参加者の数

ク ラ ブ戦略計画 ク ラ ブにはク ラ ブ独自の戦略計画（ 長期計画） があるか

イ ンタ ーネッ ト 上の存在感 ク ラ ブの推進用資料、 ウェ ブサイ ト 、 ソ ーシャ ルメ ディ ア

で は、 最新のロ ータ リ ーのロ ゴ が正し く 使われ、「 世界を

変える行動人」 と し ての会員のイ メ ージを 伝えているか

親睦のための活動 本ロ ータ リ ー年度、 例会以外に親睦を 目的と し てク ラ ブが

実施し た活動の回数

ウェ ブ サイト と ソ ーシャ ルメ ディ アの

更新

本ロ ータ リ ー年度中、 最新の活動や一般の関心を 引く よ う

な情報を 反映さ せる ために、 ク ラ ブのウェ ブサイ ト と ソ ー

シャ ルメ ディ アアカ ウント を 月に何回更新する か

クラブのプロジェ クト のメ ディ ア掲載 本ロ ータ リ ー年度にク ラ ブのプロ ジェ ク ト を 取り 上げる メ

ディ ア記事の数
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2023 ― 202４年度広島東南ロータ リ ーク ラ ブ所属委員会

【 理　 事　 ・ 　 役　 員】

【 所  属  委  員  会 】

会 長（ 理事） 柄　 　 博治

直前会長（ 理事） 佐野　 庸子

会長エレ クト（ 理事） 田上　 克彦

副 会 長（ 理事）・ 会員増強 河野　 宏明

副 会 長 （ 理事）・ ク ラ ブ管理運営 大井　 克元

幹　 事（ 理事） 山仲　 　 巌

広 報・ 記 録 （ 理事） 井原　 倫子

奉仕プロジェ クト（ 理事） 岡本　 幸士

財団関連活動（ 理事） 早田　 良二

会 計　  （ 理事） 温泉川梅代

Ｓ ． Ａ ． Ａ ．（ 理事） 久保　 和浩

副 幹 事 見正　 伸也

副 幹 事 佐々木一暢

（ ＊印は兼務）

委員会 委員長リーダー 副リ ーダー 委　 　 員

◎会員増強委員会 河野　 宏明

会員増強･職業分類担当 尾立　 道泰 髙西　 哲郎
岩井　 正喬 菅　 富誉樹 古本　 由美*

天野　 國幹* 林　 　 潤子*

ロータ リ ー情報担当 佐々木　 誠 森原　 弘昌 谷井　 　 智

◎ク ラ ブ管理運営委員会 大井　 克元

出席担当 角田由貴子 平川　 勝洋 荻田　 玲子 尾木　 　 朗 塩崎　 滋弘

プログラ ム担当 佐々木　 聡 髙橋　 心里 岩田　 久夫 要田　 昭治

親睦担当 國司　 　 晃 武士末　 修

脇舛　 賢治 胡　 　 定晃 赤川　 浩二

東影　 正博* 平町　 隆典* 佐柳　 和範*

林　 大一郎* 江後　 潤一* 濵本　 聖次*

三宅　 正光* 林　 　 潤子* 田野原　 浩*

森脇　 邦友* 髙垣　 　 創* 平岡　 誠治*

古本　 雄星* 宮内　 章裕* 田中　 康平*

越智　 直紀* 梅本　 良徳*

◎広報･記録委員会 井原　 倫子

ク ラ ブ会報･資料保存担当 石田　 裕滋 君島　 龍輝 長崎　 清正 細田　 正雄 伊藤　 正樹

雑誌担当 今井　 廣志 久保河内豊 村上　 賢一 旦　 康次郎 東影　 正博*

広報担当 鹿瀬　 賢二 若宮奈美江 宮内　 章裕* 越智　 直紀*

◎奉仕プロジェ ク ト 委員会 岡本　 幸士

職業奉仕･経営研究担当 吉田　 範子 上田　 康博
神田　 敏治 米川　 　 晃 品川　 晃二

江後　 潤一* 濵本　 聖次*

社会奉仕担当 河野　 洋平 板本　 敏行
大濱　 紘三 行武　 治子 神辺　 眞之

古本　 雄星* 田中　 康平*

青少年奉仕担当 林　 　 亮介 蔦尾健太郎
岸本　 秀樹 冨部　 秀司 林　 大一郎*

田野原　 浩* 髙垣　 創*

国際奉仕･姉妹ク ラ ブ担当 守下　 康弘 荒木　 浩幸
古本　 由美* 天野　 國幹* 佐柳　 和範*

森脇　 邦友* 梅本　 良徳* 沖宗　 正明

◎財団関連活動委員会 早田　 良二

ロータ リ ー財団担当 渡邉　 直樹 中畝　 將博 廣谷　 洲枝 衣笠　 准一

米山記念奨学会担当 田中　 　 貴 中脇　 令子 土肥　 雪彦 久行　 康夫

◎Ｓ .Ａ .Ａ .支援担当 大下　 達士 中村　 伸弘 平町　 隆典* 三宅　 正光* 平岡　 誠治*

◎監　 　 査 山下　 　 泉 吉田　 信秀

◎ク ラ ブ戦略委員会

（ 2017年度以降　 歴代会長・ 幹事）

伊藤　 正樹 吉田　 信秀 衣笠　 准一 米川　 　 晃 要田　 昭治

佐野　 庸子 菅　 富誉樹 大井　 克元 佐々木　 誠 胡　 　 定晃

森原　 弘昌 谷井　 　 智

◎創立65周年実行委員会 山下　 　 泉

◎被爆樹木特別委員会 要田　 昭治 菅　 富誉樹 田上　 克彦 佐々木　 誠 守下　 康弘

◎合同事務局運営委員　 山仲　 　 巌 見正　 伸也 佐々木一暢
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　 今年度柄会長は「 今を 大切に、 未来を 探ろ う 」 を テーマに挙げら れており ます。 新型コ ロナウイ ルス

の全世界的な感染の影響で、 3 年の間に例会も 幾度も 中止になり 、 ロータ リ ー活動も 多大な制限を 受け

てし まいまし た。 今年になっ て未だ感染力は強いも のの重症化率はかなり 低下し 、 少し ずつ日常生活を

取り 戻し つつあると こ ろ だと 思います。 今後、 ロータ リ ー活動を 進めて行く 上でも 、 今まで以上に会員

の獲得や退会防止が重要なテーマと 考えら れます。

　 会員増強・ 職業分類担当尾立リ ーダーと ロータ リ ー情報担当佐々木誠リ ーダーを 中心に計画案を 基に

し て会員増強に努め、 ロータ リ ーク ラ ブの情報を 提供する機会を 安全かつ出来るだけ多く 設けて、 会員

資質の強化を 、 さ ら には、 女性会員の獲得にも 力を 入れてゆき たいと 存じ ます。

　 委員会のメ ンバーと 共に、 会員皆様のご理解と ご協力を 賜り 本年度のテーマを 達成するために努力し

てまいり ますのでよろ し く お願い申し 上げます。

● 会員増強・ 職業分類担当

〈 方　 針〉

　 今年度末時点で、 ク ラ ブ会員総数１00名を 目標と し て会員増強を 行う 。

〈 計　 画〉

１． 会長方針である「 今を 大事に、 未来を 探ろ う 」 を 実践するため会員増強が急務です。 年度末のク ラ

ブ会員総数１00名を 目標と し ます。

２． オープン例会を 開催し 、 入会予定者だけでなく 、 ク ラ ブ外の人が例会に参加するこ と で、 当ク ラ ブ

を 知っ ても ら い入会のき っ かけを 作る。

3 ． 女性会員や４0代以下の会員の入会を 促進する。

４． コ ロナ禍で思う よう な活動が出来なかっ たこ と が、 会員数の減少の主要因である事から 、 退会防止

への環境づく り と し てアフ タ ーコ ロナを 見据えて親睦担当と 連携し て活動を 支援し ていく 。

〈 予　 算〉　 ２00,000円

副リ ーダー

髙西　 哲郎
リ ーダー

尾立　 道泰

【 リ ー ダ ー】 尾立　 道泰

【 副リ ーダー】 髙西　 哲郎

【 委　 　 　 員】 岩井　 正喬 菅　 富誉樹

古本　 由美 天野　 國幹

林　 　 潤子

会員増強委員会

委員長　 　 河野　 宏明

2023 ― 202４年度　 広島東南ロータ リ ーク ラ ブ

各部門・ 委員会の事業計画

－ 66 －



● ロータ リ ー情報担当

〈 方　 針〉

１． 新会員にロータ リ ーク ラ ブ会員の特典と 責務に関する情報を 提供する。

２． 本ク ラ ブの会員拡大に伴い、 入会 3 年未満の会員にロータ リ ーク ラ ブの歴史、 目的、 活動に関する

情報を 共有化するこ と を 主眼と し た情報提供の機会を 企画設営する

〈 計　 画〉

１． 新会員の入会説明を 、 例会前１１時30分より 行う 。

２． 講師： 会長経験者他でイ ンフ ォ ーマルミ ーティ ングを 年 ４回程度、 ク ラ ブ管理運営委員会と 連携し

開催する。

　 　 特に支社長・ 支店長等広島に着任さ れた会員や入会 3 年未満の会員にロータ リ ーク ラ ブの歴史・ 目

的・ 活動について理解し て頂く ため情報提供を 行う 。

3 ． 週報などでロータ リ ーに関する情報を 提供する。

４． 入会 3 年未満の会員については、 各種会合に積極的に参加でき るよう 情報提供する。

〈 予　 算〉　 ４２0,000円

副リ ーダー

森原　 弘昌
リ ーダー

佐々木　 誠

【 リ ー ダ ー】 佐々木　 誠

【 副リ ーダー】 森原　 弘昌

【 委　 　 　 員】 谷井　 　 智
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　 5 月 8 日より コ ロナ感染症も 第 5 類と なり 、 今年度は会長の方針のも と コ ロナ前のロータ リ ー活動に

戻し 、 更にそれを 進化さ せる 年度と 致し ます。

　 例会への出席、 例会内容の充実につながるプログラ ムの充実、 会員相互の親睦はロータ リ ー活動の根

幹を なすも のと 考えており ます。

　 出席、 プログラ ム、 親睦の各担当が過去にと ら われず新鮮な発想で取り 組んで会員全員の皆様の充実

し たロータ リ ー活動が実現できるよう 頑張っ て参り ますので積極的なご参加を宜し く お願い申し 上げます。

● 出席担当

〈 方　 針〉

　 今年度の会長方針「 今を 大切に、 未来を 探ろ う 」 を 受け、「 ロータ リ ーは出席から 」 の原点を 今一度

念頭に置き 広島東南ロータ リ ーク ラ ブ全会員が積極的な参加が出来るこ と を 目指し ます。

〈 計　 画〉

１． 他の委員会と 連携を 図り 、 出席し やすい環境を 作る。

２． 例会時に出席報告を し 、 例会出席への関心を 図る。 　

3 ． ク ラ ブ会報に出席報告を 記載する。

４． 連続出席者を 報告し 記念品の贈呈を 行いその労を 讃える。

5 ． 今年度はメ ーク アッ プが再開する と 思われる ので 、 ホームク ラ ブ に出席出来ない時は他のメ ーク

アッ プの参加を 勧める。

〈 予　 算〉　 300,000円

副リ ーダー

平川　 勝洋
リ ーダー

角田由貴子

【 リ ー ダ ー】 角田由貴子

【 副リ ーダー】 平川　 勝洋

【 委　 　 　 員】 荻田　 玲子 尾木　 　 朗

塩崎　 滋弘

ク ラ ブ管理運営委員会

委員長　 　 大井　 克元
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● プログラ ム担当

〈 方　 針〉

　 会長がテーマと し て挙げら れている「 今を 大切に、 未来を 探ろ う 」 を 踏まえて、 会員相互の親睦を は

かり 会員の今後に役立つプロ グラ ム作り に努めていき たいと 思います。

　 プログラ ムの内容と し ては、 新入会員の卓話並びに会員の卓話を 中心に多様性のあるプログラ ムにな

るよう に考えています。

〈 計　 画〉

１． 新入会員の方にロータ リ ーに早く 慣れていただく ために卓話を お願いいたし ます。

２． 既会員の方の卓話を お願いいたし ます。

3 ． ロータ リ ー月間のテーマに基づいた卓話を お願いいたし ます。

４． 外部講師についても 積極的に会員の皆様に役立つよう な卓話を お願いいたし ます。

〈 予　 算〉　 350,000円

副リ ーダー

髙橋　 心里
リ ーダー

佐々木　 聡

【 リ ー ダ ー】 佐々木　 聡

【 副リ ーダー】 髙橋　 心里

【 委　 　 　 員】 岩田　 久夫 要田　 昭治
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● 親睦担当

〈 方　 針〉

　 会長方針である「 今を 大切に、 未来を 探ろう 」 を 念頭に、 親睦行事をコ ロナ前の状態に戻し ます。 先

輩方が築き上げてきた伝統をし っ かり 受け継ぎ、それを礎に、時代に応じ た新たな視点を加えて参り ます。

〈 計　 画〉

１． 例会受付

　 　 出席カ ード 捺印

　 　 ビジタ ー歓迎、 紹介

２． 親睦行事

　 　 花火大会観覧　 （ 家 族 会： ２0２3年 7 月２２日） @ 銀河

　 　 3 RC合同例会 （ 夜間例会： ２0２3年 9 月２5日） @ A NA

　 　 ク リ スマス例会（ 夜間例会： ２0２3年１２月２5日） @ A NA

　 　 新会員歓迎例会（ 夜間例会： ２0２3年 １月２２日） @ A NA

　 　 PHRC歓迎会 （ 家 族 会： ２0２４年 3 月末頃） @ 未定

　 　 野球観戦 （ 家 族 会： ２0２４年 ４月頃） @ マツダスタ ジアム

　 　 サッ カ ー観戦 （ 家 族 会： ２0２４年 5 月頃） @ 新スタ ジアム

　 　 最終例会 （ 夜間例会： ２0２４年 6 月２４日） @ A NA

3 ． 記念品贈呈

４． 各委員会への参加

5 ． 同好会活動への協力

6 ． ク ラ ブ内慶弔への支援

7 ． 委員会間でのコ ラ ボ企画（ 親 睦 会： ２0２3年１１月２0日） ＠未定

　 　 （ 会員増強×ロータ リ ー情報×親睦）

〈 予　 算〉　 5,500,000円

副リ ーダー

武士末　 修
リ ーダー

國司　 　 晃

【 リ ー ダ ー】 國司　 　 晃

【 副リ ーダー】 武士末　 修

【 委　 　 　 員】 脇舛　 賢治 胡　 　 定晃

赤川　 浩二 東影　 正博

平町　 隆典 佐柳　 和憲

林　 大一郎 江後　 潤一

濵本　 聖次 三宅　 正光

林　 　 潤子 田野原　 浩

森脇　 邦友 髙垣　 　 創

平岡　 誠治 古本　 雄星

宮内　 章裕 田中　 康平

越智　 直紀 梅本　 良徳
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　 柄会長の方針「 今を 大切に、 未来を 探ろ う 」 を も と に、 当委員会はク ラ ブ の様々な活動に関し ての

「 広報・ 記録」 を 担っ ていく にあたり 、 委員それぞれの感性と 想像力を 働かせながら 、 ク ラ ブ内外に広

く 情報発信し 、 適切な広報・ 記録に努めてまいり ます。

　 皆様のご協力を 宜し く お願いいたし ます。

● ク ラ ブ会報・ 資料保存担当

〈 方　 針〉

１． ク ラ ブ 会報（ 週報） を 作成し 、 当ク ラ ブ の事業や諸活動を 周知し 、 会員の関心を 高める こ と によ

り 、 会員相互の親睦を 深め、 ク ラ ブの活性化を 図り 、 ひいてはロータ リ ー活動に寄与する。

２． ク ラ ブ会報及び関連資料データ 等を 適切に保存・ 管理するこ と で、 当ク ラ ブの行っ ている事業や諸

活動の内容を 着実に記録する。

〈 計　 画〉

１． ク ラ ブ会報は毎例会にて披露し 、 併せて例会前後の行事・ 予定等を 同会報にてお知ら せする。

２． ク ラ ブ会報は、 当ク ラ ブの行っ ている事業や会員の実施し ている諸活動を 幅広く 紹介し 、 読み応え

のある紙面を 目指す。

3 ． RI会長ゴード ンRマッ キナリ ー氏の掲げる テーマ「 世界に希望を 生み出そう 」、 並びに、 柄博治会

長の掲げる当ク ラ ブのテーマ「 今を 大切に、 未来を 探ろ う 」 を ク ラ ブ会報に反映さ せる。

４． 各例会のメ イ ンプログラ ムの内容はク ラ ブ会報にて記事にする 。 特に会員による卓話は本人から 原

稿を 入手し 、 内容に齟齬が無いよう にする。 　 　

5 ． ク ラ ブ会報は当ク ラ ブのホームページに掲載し 、 会員から の閲覧を 奨励する。 　 　

6 ． 例会や各種行事にて、 極力写真等を 撮影し 、 記録・ 記念と し て保存する。

〈 予　 算〉　 500,000円

副リ ーダー

君島　 龍輝
リ ーダー

石田　 裕滋

【 リ ー ダ ー】 石田　 裕滋

【 副リ ーダー】 君島　 龍輝

【 委　 　 　 員】 長崎　 清正 細田　 正雄

伊藤　 正樹 村上　 賢一

旦　 康次郎 東影　 正博

宮内　 章裕 越智　 直紀

広報・ 記録委員会

委員長　 　 井原　 倫子
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● 雑誌担当

〈 方　 針〉

　 「 ロータ リ ーの友」 を 会員皆様に購読し ていただき 、 国内・ 国外のロータ リ ー活動状況を 知っ ていた

だき 、 また活動報告・ 随筆等に触れながら 会員全員でロータ リ ー活動の意義を 考える機会を つく る。

　 また、 広島東南ロータ リ ーク ラ ブの活動状況を ロータ リ ーの友を 通じ て情報発信する。

〈 計　 画〉

１． ２0２２年 7 月号よ り ２0２3年 6 月号まで毎月発刊さ れる「 ロ ータ リ ーの友」 を 毎月第一例会時に配布

し 、 新会員様及び会員になら れ日が浅い方中心に指名を さ せていただき 、 指名さ れた会員は興味を

持たれた記事の紹介及び感想を 取り まと めていただき 、 翌週の水曜日までに事務局へ提出する 。

２． 提出さ れた記事は週報に掲載し ます。

3 ．「 ロ ータ リ ーの友」 を 各種団体等へ寄贈し 、 ロータ リ ーク ラ ブへの関心と 理解を 深めていただく 。

４． 広島東南ロータ リ ーク ラ ブの活動内容を 「 ロータ リ ーの友」 へ掲載いただけるよう 目指し ます。

〈 予　 算〉　 ２5,000円

副リ ーダー

久保河内豊
リ ーダー

今井　 廣志

【 リ ー ダ ー】 今井　 廣志

【 副リ ーダー】 久保河内豊

【 委　 　 　 員】 長崎　 清正 細田　 正雄

伊藤　 正樹 村上　 賢一

旦　 康次郎 東影　 正博

宮内　 章裕 越智　 直紀
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● 広報担当

〈 方　 針〉

　 会長方針「 今を 大切に、 未来を 探ろ う 」 の方針の基、 コ ロナ禍で停滞気味だっ た様々な活動が再開さ

れ、 より 多く の行事が予定さ れています。 会員の多く の素晴ら し い活動を ク ラ ブ内外に広く 発信し てま

いり ます。

〈 計　 画〉

１． 当ク ラ ブホームページの最大活用（ 委員会活動や同好会行事などの寄稿のお願い）

２． 当ク ラ ブのSNS（ F acebook等） を 活用し た情報発信

3 ． 県並びに市の記者ク ラ ブへのプレ スリ リ ース活動

〈 予　 算〉　 ４50,000円

副リ ーダー

若宮奈美江
リ ーダー

鹿瀬　 賢二

【 リ ー ダ ー】 鹿瀬　 賢二

【 副リ ーダー】 若宮奈美江

【 委　 　 　 員】 長崎　 清正 細田　 正雄

伊藤　 正樹 村上　 賢一

旦　 康次郎 東影　 正博

宮内　 章裕 越智　 直紀
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　 奉仕プロジェ ク ト 委員会は ４部門で構成さ れており 、 柄会長の方針である「 今を 大切に、 未来を 探ろ

う 」 に基づき 、 コ ロナで出来なかっ たこ れまでの継続事業や新たな事業計画を 各リ ーダーと 積極的に奉

仕活動を 実践いたし ます。 特に姉妹ク ラ ブと の交流、 イ ンタ ーアク ト ク ラ ブの活動支援など人と の繋が

り を 大切にし て参り ますので会員の皆様のご協力を お願いし ます。

● 職業奉仕・ 経営研究担当

〈 方　 針〉

　 ク ラ ブの今期のテーマ「 今を 大切に、 未来を 探ろ う 」 に基づき 職業奉仕・ 経営研究担当においては職

業奉仕の理念に基く 健全な経営について事例研究するなど以下の事業を 行う 。

〈 計　 画〉

１． 職業奉仕

　 　 ①会員企業またはその他の企業を 対象と し て職業訪問例会を 実施する

　 　 ②会員企業及び地域社会に貢献さ れた優良従業員表彰を 行う

２． 経営研究会の充実継続

　 　 　 「 経営」 と いう テーマに基づき 、 過去 3 年間のコ ロナ禍で得た経験を 検証し 、 今後の世界経済状

況を 探り ながら 未来に向けての経営戦略を 多彩な角度から 情報提供し 、 会員の皆様に楽し く 学んで

いただけるよう な企画の立案を する。

　 　 ①多様な分野の講師を 招聘し 講演会を 開催する

　 　 　 （ 検討中の講師）

　 　 　 ・ 大東文化大学　 国際関係学科教授　 岡本氏（ 8 月希望）

　 　 　 　 専門：「 中華人民共和国の経済状況」

　 　 　 ・（ 株） ウエスト エネルギーソ リ ュ ーショ ン取締役　 砂原氏

　 　 　 ・ NT T

副リ ーダー

上田　 康博
リ ーダー

吉田　 範子

【 リ ー ダ ー】 吉田　 範子

【 副リ ーダー】 上田　 康博

【 委　 　 　 員】 神田　 敏治 米川　 　 晃

品川　 晃二 江後　 潤一

濵本　 聖次

奉仕プロジェ ク ト 委員会

委員長　 　 岡本　 幸士
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　 　 ②会員の方々に講師を お願いし 、 経営哲学・ 人生哲学・ 経験談等についての講演会を 実施する

（ 検討中の職業分野）

　 　 　 ・ SDGs 積水ハウス株式会社 江後潤一会員「 未来の家（ 仮）」

　 　 　 ・ A I

〈 予　 算〉　 350,000円

● 社会奉仕担当

〈 方　 針〉

　 ２0２3-２４年度のRI会長が示さ れたテーマは「 世界に希望を 生み出そう 」 であり ます。 こ のテーマと ガ

バナー信条を 踏まえて社会奉仕活動を 実施し ます。

〈 計　 画〉

１． 地区補助金活用事業

　 　 　 地域の中核病院と し ての役割を 担っ ている広島赤十字・ 原爆病院に対し 、 病院サービス向上の目

的ため、 車椅子39台の寄贈を 行う 。（ 地区補助金59万円、 ク ラ ブ資金４0万9730円）

２． 柏の実苑のク リ スマス会参加の継続

3 ． 社会奉仕活動団体などへの支援

　 　 ・ 広島いのちの電話

　 　 ・ 子供虐待ホッ ト ラ イ ン 広島

４． 早朝清掃の継続（ パールハーバー記念樹付近）

〈 予　 算〉　 ４50,000円

副リ ーダー

板本　 敏行
リ ーダー

河野　 洋平

【 リ ー ダ ー】 河野　 洋平

【 副リ ーダー】 板本　 敏行

【 委　 　 　 員】 大濱　 紘三 行武　 治子

神辺　 眞之 古本　 雄星

田中　 康平
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● 青少年奉仕担当

〈 方　 針〉

　 今年度、 RI会長テ ーマ「 世界に希望を 生み出そう 」、 柄会長方針「 今を 大切に、 未来を 探ろ う 」 に

沿っ て、 イ ンタ ーアク ト ク ラ ブを 中心と し た青少年の活動支援並びに奉仕活動の参加を 通じ て、 私たち

も 共に成長し ます。

〈 計　 画〉

１． 広島商業高等学校イ ンタ ーアク ト ク ラ ブの活動支援

　 　 ⑴青少年育成活動と し て、 高校の協力を 得ながら 生徒主体の社会奉仕活動の支援を 行う 。

　 　 ⑵毎月のイ ンタ ーアク ト ク ラ ブ例会に出席し て有意義なク ラ ブ活動の助言を 行い、 会員増強の策も

話し 合う 。

　 　 ⑶イ ンタ ーアク ト ク ラ ブ地区大会、 研修会に参加し 、 研鑽を 重ねると 共に、 他校と の情報交換に努

める。

　 　 ⑷ボラ ンティ ア活動についての社会的意義と 方法論について生徒達と 共に考える。

　 　 ⑸広島･長崎爆心地中間点にある 福岡県築上郡上毛町の「 被爆樹木」 の清掃活動を 通し 、 平和運動

の支援を 行う 。

２． 他のイ ンタ ーアク ト ク ラ ブと の活動支援の検討

3 ． RY LA への参加を 通じ た青少年教育に関する事業支援

４． 子育て世代と 子ども と の共育活動の実施

〈 予　 算〉　 550,000円

副リ ーダー

蔦尾健太郎
リ ーダー

林　 　 亮介

【 リ ー ダ ー】 林　 　 亮介

【 副リ ーダー】 蔦尾健太郎

【 委　 　 　 員】 岸本　 秀樹 冨部　 秀司

林　 大一郎 田野原　 浩

髙垣　 　 創

－ 76 －



● 国際奉仕・ 姉妹ク ラ ブ担当

〈 方　 針〉

　 コ ロ ナ禍以前の活動継続を ベースにし 、 新し い取り 組みと 意義を 取り 入れながら 姉妹ク ラ ブ である

パールハーバーロータ リ ーク ラ ブ、 台中ロータ リ ーク ラ ブへの相互訪問に加え、 特別友好ク ラ ブの仙台

南ロータ リ ーク ラ ブと の交流事業を 深めてまいり ます。

〈 計　 画〉

　 ２0２3年 ２月・ 5 月に表敬訪問し ている こ と から 、 今年度はパールハーバーロ ータ リ ーク ラ ブ、 台中

ロータ リ ーク ラ ブの来広の予定であるため、 親睦交流計画を 親睦担当と 連携し 対応する。

　 仙台南ロータ リ ーク ラ ブと の相互訪問についても 検討する。

【 過去の交流履歴】

２0１４年 9 月　 PHRC表敬訪問

２0１5年 5 月　 台中RC創立60周年表敬訪問

２0１6年 ４月　 PHRC来広

２0１6年 9 月　 PHRC表敬訪問

２0１8年 ４月　 PHRC来広

２0１9年 ２月　 PHRC表敬訪問

２0２0年 １月　 東南RC創立60周年PHRC・ 台中RC来広

２0２0年 5 月　 台中RC創立65周年表敬訪問中止

２0２１年　 　 　 コ ロナ禍によ り 交流中止

２0２２年 ４月　 仙台地区大会表敬訪問

２0２3年 ２月　 PHRC表敬訪問

２0２3年 5 月　 台中RC表敬訪問

〈 予　 算〉　 ２,000,000円

副リ ーダー

荒木　 浩幸
リ ーダー

守下　 康弘

【 リ ー ダ ー】 守下　 康弘

【 副リ ーダー】 荒木　 浩幸

【 委　 　 　 員】 古本　 由美 天野　 國幹

佐柳　 和憲 森脇　 邦友

梅本　 良徳 沖宗　 正明
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　 財団活動委員会は、 前年度に引き 続き ロータ リ ー財団、 米山記念奨学会への支援と 地区の寄付目標を

達成するよう に努めます。

　 ロータ リ ー財団は地区補助金の活用を 最大限に生かし た活動支援、 および地区補助金奨学生の奨学生

と カ ウンセラ ーを 支援し ます。

　 本委員会の活動・ 目標達成には会員の皆様のご理解と ご協力が必要です。 積極的なご指導、 ご支援を

宜し く お願い致し ます。

● ロータ リ ー財団担当

〈 方　 針〉

　 １． ロータ リ ー財団に関する会員の理解を 深める。

　 ２． ロータ リ ー財団の活動に協力する。

　 3 ． 各種補助金の活用の実施・ 検討を 行う 。

〈 計　 画〉

１について

　 ①ロータ リ ー財団月間に卓話を 実施する。

　 　 目的、 仕組み、 役割、 活動の内容や実績などを 紹介する。

２について

　 ①ポリ オプラ スについて目標（ 30ド ル／人） を 達成する。

　 　 １00万ド ルの食事を 年 8 回程度行う 。

　 ②年次基金について目標（ １50ド ル／人） を 達成する。

　 　 ポールハリ スフ ェ ロー、 マルチプルハリ スフ ェ ローへの寄付につき 、 7 人以上の会員に協力を お願

いする。

　 ③恒久基金につき 目標（ ベネフ ァ ク タ ー １人／ク ラ ブ、 又は、 １000ド ル以上／ク ラ ブ） を 達成する。

副リ ーダー

中畝　 將博
リ ーダー

渡邉　 直樹

【 リ ー ダ ー】 渡邉　 直樹

【 副リ ーダー】 中畝　 將博

【 委　 　 　 員】 廣谷　 洲枝 衣笠　 准一

財団関連活動委員会

委員長　 　 早田　 良二
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　 　 ベネフ ァ ク タ ー就任につき 、 １人以上の会員に協力を 依頼する。

　 ④ロータ リ ーカ ード の普及に努める。

　 　 会員への呼びかけを 行う 。

3 について

　 ①地区補助金の活用

　 　 奉仕プロジェ ク ト 委員会（ 社会奉仕担当） と 連携し 、 広島赤十字・ 原爆病院への車椅子の寄付に関

し 、 地区補助金の申請を 行う 。

　 ②グローバル補助金の活用についての調査・ 検討

　 　 グローバル補助金について調査し 、 活用可能性を 検討する。

〈 予　 算〉　 １00,000円

● 米山記念奨学会担当

〈 方　 針〉

　 会長方針「 今を 大切に、 未来を 探ろ う 」 に従い、 広島東南ロータ リ ーク ラ ブで受け継がれてき た、 米

山記念奨学会事業を 継承する 。 留学・ 研究に励む留学生と ク ラ ブ 全体で積極的に交流・ 支援する こ と

で、 ロータ リ ー精神を 学び、 留学生の本国と 日本の国際交流と 相互理解を 深め、 平和に寄与するこ と を

目的と する。

　 本事業活動に対する支援を 促進すると と も に、 本奨学会への寄付活動を お願いする。

〈 計　 画〉

１． 米山記念奨学会の啓蒙活動を 行う 。

　 　 （ １0月米山月間での卓話）

２． 米山記念奨学会への寄付活動については、 普通寄付金に加えて、 特別寄付金について呼びかける。

　 　 寄付目標： １人１6,000円以上（ １00万＄年 3 回程度）

3 ． 受入奨学生受入支援

４． 世話ク ラ ブ・ カ ウンセラ ーへの支援

5 ． 奨学生、 学友と の交流

〈 予　 算〉　 １0,000円

副リ ーダー

中脇　 令子
リ ーダー

田中　 　 貴

【 リ ー ダ ー】 田中　 　 貴

【 副リ ーダー】 中脇　 令子

【 委　 　 　 員】 土肥　 雪彦 久行　 康夫
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　 例会がスムースに進行する よう に会場監督に努力し 、 最善の例会管理を 行っ てまいる所存です。 今年

度はアフ タ ーコ ロ ナの状況で 、 創意工夫を 図り ながら 、 楽し い例会運営を し ていき たいと 思いますの

で、 会員皆様のご協力を 宜し く お願い致し ます。

● S .A .A .支援担当

〈 方　 針〉

　 S.A .A .は例会場管理の最高の権限を 持ち、 最善の例会管理が遂行さ れるよう 努力する。

　 コ ロナ前の親密で和気藹々と し た例会を 遂行し ていく 。

〈 計　 画〉

　 S.A .A .は例会場の管理について最高の権限を 持ち、 理事会の定めにより 概ね以下の任務を 行う 。

（ ク ラ ブ細則第 3 条 7 節）

・ 例会の進行に協力し 卓話の時間遂行を 確保する。

・ 例会場への入場や退場の許可。 例会場の開門。 閉門。

・ 早退、 遅刻の承認や拒否。

・ 私語や立ち歩き など、 例会場の秩序を 乱す行為に対する警告と 退場命令。

・ 例会場の設営、 テーブルの配置、 座席の指定（ 親睦活動委員会と 共に） など。

・ 食事の献立、 業者の選定等食事の手配。

・ ニコ ニコ 箱の管理と その募金状況の報告。

〈 予　 算〉　 １0,000円

副リ ーダー

中村　 伸弘
リ ーダー

大下　 達士

【 リ ー ダ ー】 大下　 達士

【 副リ ーダー】 中村　 伸弘

【 委　 　 　 員】 平町　 隆典 三宅　 正光

平岡　 誠治

S .A .A .

委員長　 　 久保　 和浩
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〈 方　 針〉

　 会長方針に従い、 各部門の委員会活動が健全運営さ れるよう に予算編成を 行う 。

〈 計　 画〉

１． ク ラ ブの資金活動を 正確に実行する

２． ク ラ ブ の収支及び財政状況を 明確にする ため、 年 ２回、 中間決算や見込み決算の報告書を 作成す

る。

3 ． 年度内の予定外活動が発生し た場合、 弾力的支出を 配慮する。

会　 計

委員長　 　 温泉川梅代
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〈 方　 針〉

　 柄会長方針「 今を 大切に、 未来を 探ろ う 」 です。 被爆樹木特別委員会の２0２3―２0２４年度の事業計画は

東南RCの先人達が平和を 願い核兵器を 持たない、 造ら ない、 使わない、 廃棄する、 を 思いながら 自然

に被爆樹木から 教えら れています。 被爆樹木も 年を 取っ てき まし た。

　 東南RCが取り 付けた銘板１60枚のフ ォ ローアッ プを いたし ます。

〈 計　 画 １〉 　 　

　 9 月２１日（ 木） 国連が定めた国際平和デー近辺にて広島、 長崎爆心地中間地点上毛町大池公園の清掃

活動を 行う 。

（ ＊長崎南ロ ータ リ ーク ラ ブ、 豊前ロ ータ リ ー、 上毛町、 と 打ち 合わせを する 。 イ ンタ ーアク ト の参加

を 考えるので、 夏休み期間が良いかも し れません。 青少年奉仕担当と 摺り 合わせを 行います。）

〈 計　 画 ２〉

　 １0月特別友好ク ラ ブ「 仙台南ロ ータ リ ーク ラ ブ」 へ訪問予定。 お月見例会出席、 被爆樹木 １本、 植樹

式。

（ 仙台南RCは震災遺構荒浜地区に改めて 5 ケ所の広島東南RCと 共同での被爆樹木植樹を 行う 為、 地区

補助金１50万円決定。 郡和子仙台市長出席と の事。）

〈 予　 算〉　 300,000円

被爆樹木特別委員会

委員長　 　 要田　 昭治
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